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日本とインドネシアを、資源・物流・建設でつなぐ。



南溟見聞録 Nanmei Kenbunroku

Greetings

皆様へ

──

播磨谷  洋一

ルピアが史上最安値をつけた夏

ドバイが売っていたのは、税で

はない

カザフスタンという先例

では、バリならどうなるか

通貨が揺れる国に、なぜ国

際金融センターなのか。



南溟見聞録 Nanmei Kenbunroku

其
の
一 ルピアが史上最安値を
つけた夏

この夏インドネシアで起きたのは、「経済の失速」ではありません。

「制度への信認」の揺らぎです。

年 ％ ％

揺れているのは、経済の実力ではない。

制度への信認である。



南溟見聞録 Nanmei Kenbunroku

其
の
二 ドバイが売っていたのは、
税ではない

では、「制度への信認」は、どうすれば手に入るのか。

独立した法域

独立した規制当局

長期の税制安定

──

売り物は、税の安さではない。

「ルールが揺れない」という約束である。



南溟見聞録 Nanmei Kenbunroku

其
の
三 カザフスタンという先例

「それは産油国ドバイだからできた話でしょう」 そう言われそうで

すが、もっと参考になる先例があります。

──

──

──

──

──

──

──

約 年 ▲約 ％ 億ドル超



南溟見聞録 Nanmei Kenbunroku

其
の
四 では、バリならどうなるか

乗り越えるべき課題は、AIFC の経験からそのまま抽出できます。

単一国家の壁

法律の品質

裁判所の信認

税の安定性

政治的推進力

──

──

後発ほど、有利である。

バリは二重に参照できる場所にいる。



南溟見聞録 Nanmei Kenbunroku

通貨が揺れたとき、国にできることは二つあります。為替に介入す

るか、揺れない場所をつくるか。

次号も、南溟の風に乗せてお届けします。

播磨谷  洋一


